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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

提出会社の経営指標等

　

回次
第48期
第２四半期
累計期間

第48期
第２四半期
会計期間

第47期

会計期間
自　平成20年８月１日
至　平成21年１月31日

自　平成20年11月１日
至　平成21年１月31日

自　平成19年８月１日
至　平成20年７月31日

売上高 (千円) 1,901,076 1,196,594 3,597,136

経常利益 (千円) 116,939 110,052 132,622

四半期(当期)純利益 (千円) 66,783 66,757 72,213

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) ― 251,577 251,577

発行済株式総数 (株) ― 8,994,000 8,994,000

純資産額 (千円) ― 2,812,901 2,782,791

総資産額 (千円) ― 4,408,549 4,310,906

１株当たり純資産額 (円) ― 312.92 309.57

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 7.43 7.43 8.03

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) 3.50 3.50 7.00

自己資本比率 (％) ― 63.8 64.6

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 162,543 ― 15,190

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △25,108 ― △251,232

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △31,477 ― △62,924

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― 1,003,933 897,976

従業員数 (名) ― 107 106

  (注)１　当社は、四半期連結財務諸表を作成していませんので、四半期連結累計（会計）期間等に係る主要な経営指標

等の推移については、記載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。 

３　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため、記載しておりません。 

４　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式がないため、記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期会計期間において、当社が営んでいる事業の内容に重要な変更はありません。 

　

　

３ 【関係会社の状況】

関係会社はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

提出会社の状況

平成21年１月31日現在

従業員数(名)                107 [24]

(注)  従業員数は就業人員（他社から当社への出向者を含む）であり、臨時雇用者数（パートタイマー、嘱託、人材会

社からの派遣社員を含む）は当第２四半期会計期間の平均人員を[　]外数で記載しております。なお、当社から

社外への出向者はおりません。 
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第２四半期会計期間における生産実績を品目別に示すと、次のとおりであります。
　

品目 生産高(千円)

給袋自動包装機 485,520

製袋自動包装機 296,340

包装関連機器等 196,183

合計 978,044

(注) １　金額は、販売価格によっております。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３　前事業年度まで個別に掲記していた「ガス充填自動包装機」は、金額的重要性がなくなったため、第１四半期

会計期間より「給袋自動包装機」に含めて記載しております。

　

(2) 受注実績

当第２四半期会計期間における受注実績を品目別に示すと、次のとおりであります。
　

品目 受注高(千円) 受注残高(千円)

給袋自動包装機 501,228 476,846

製袋自動包装機 42,000 380,000

包装関連機器等 47,955 136,900

合計 591,184 993,746

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　前事業年度まで個別に掲記していた「ガス充填自動包装機」は、金額的重要性がなくなったため、第１四半期

会計期間より「給袋自動包装機」に含めて記載しております。 
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(3) 販売実績

当第２四半期会計期間における販売実績を品目別に示すと、次のとおりであります。
　

品目 販売高(千円)

給袋自動包装機 485,520

製袋自動包装機 296,340

包装関連機器等 196,183

保守消耗部品その他 218,549

合計 1,196,594

(注) １　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

　

相手先

当第２四半期会計期間

販売高(千円) 割合(％)

ロイヤルカナンジャポン合同会社 215,925 18.0

株式会社イシダ 182,824 15.3

明治製菓株式会社 146,261 12.2

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３　前事業年度まで個別に掲記していた「ガス充填自動包装機」は、金額的重要性がなくなったため、第１四半期

会計期間より「給袋自動包装機」に含めて記載しております。

　

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。
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３ 【財政状態及び経営成績の分析】

（１）経営成績の分析 

当第２四半期会計期間におけるわが国経済は、世界的な金融不安による株価下落、為替相場の急激

な変動、世界経済の減速等の影響を受け、景気は急激に悪化する状況となりました。 

  包装機械業界におきましても、顧客企業の収益環境の厳しさが増しているとともに、景気が悪化す

る中で、設備投資意欲は一段と低下する傾向が強まり、受注環境は一層厳しさを増す状況となりまし

た。 

このような状況のなか、当社は新規顧客開拓の強化と新機種の受注活動の強化に努めるとともに、

大型案件及び高価格機種の粗利益向上に取り組んでまいりました。 

  当第２四半期会計期間における売上高につきましては、第１四半期会計期間末の受注残により高

価格機種の販売台数が増加したとともに、大型案件の販売実績が得られたことから、第１四半期会計

期間より増加し、1,196百万円となりました。一方、受注高につきましては、設備投資需要の減退傾向

が強まるとともに、大型案件の受注実績も無かったことから、第１四半期会計期間より減少し、591百

万円となりました。 

　収益面につきましては、売上高の増加に加え、売上総利益率も増加したことから、売上総利益は311

百万円となりました。また、販売費及び一般管理費は、第１四半期会計期間とほぼ同額の201百万円と

なりました。この結果、営業利益及び経常利益は、それぞれ109百万円と110百万円になりました。四半

期純利益につきましては、税金費用の調整により66百万円となりました。 

　

品目別売上高の概況は次のとおりです。 

　給袋自動包装機は、大型案件及び高価格機種の実績の増加に伴い、売上高は485百万円となりまし

た。 

　製袋自動包装機は、高価格機種の実績が増加したことから、売上高は296百万円となりました。 

　包装関連機器等は、包装システムの実績が増加したことから、売上高は196百万円となりました。 

　保守消耗部品その他につきましては、高額の保守案件の実績が減少したことから、売上高は218百万

円となりました。 

　

（２）財政状態の分析 

（資産） 

当第２四半期会計期間末における流動資産の残高は3,269百万円となり、第１四半期会計期間末に

比べて35百万円減少いたしました。この主たる要因は、売掛金が第１四半期会計期間末に比べ238百

万円増加したものの、当第２四半期会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローのマイナ

スにより現金及び預金残高が第１四半期会計期間末に比べ195百万円減少したことや、棚卸資産が第

１四半期会計期間末に比べ68百万円減少したこと等によります。

固定資産につきましては、当第２四半期会計期間末残高は1,138百万円となり、第１四半期会計期

間末の1,139百万円とほぼ同額になりました。

この結果、総資産は、第１四半期会計期間末に比べ35百万円減少し、4,408百万円となりました。
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（負債） 

当第２四半期会計期間末における流動負債の残高は1,534百万円となり、第１四半期会計期間末に

比べて106百万円減少いたしました。この主たる要因は、役員退職慰労金の支払いにより、未払金が第

１四半期会計期間末に比べ165百万円減少したこと等によります。 

固定負債につきましては、当第２四半期会計期間末残高は60百万円となり、第１四半期会計期間末

の59百万円とほぼ同額になりました。

この結果、負債合計は、第１四半期会計期間末に比べ104百万円減少し、1,595百万円となりました。

（純資産） 

純資産につきましては、四半期純利益の計上により利益剰余金が増加したことから、第１四半期会

計期間末に比べ69百万円増加し、2,812百万円となりました。 

 

（３）キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期会計期間末における当社の現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、

売上債権の増加等により第１四半期会計期間末に比べ195百万円減少し、1,003百万円となりました。

また当第２四半期会計期間における各キャッシュ・フローは次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果使用した資金は182百万円となりました。この主たる要因は、税引前四半期純利益

を110百万円計上したものの、売上債権が309百万円増加したこと等によります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は10百万円となりました。この主たる要因は、定期預金の預入による

支出として9百万円を使用したこと等によります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果使用した資金は3百万円となりました。これは、配当金の支払額が3百万円あったこ

とによります。 

 

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題 

当第２四半期会計期間において、当社の事業上及び財政上の対処すべき課題に重要な変更及び新

たに生じた課題はありません。

 

（５）研究開発活動 

当第２四半期会計期間における研究開発費の総額は26百万円であります。 

なお、当第２四半期会計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。 
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

第１四半期会計期間末において、計画中または実施中の重要な設備の新設、除却等はありません。 

また、当第２四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 28,000,000

計 28,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年１月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年３月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 8,994,000 8,994,000
ジャスダック
証券取引所

単元株式数は1,000株であり
ます。

計 8,994,000 8,994,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年１月31日 ― 8,994,000 ― 251,577 ― 282,269
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(5) 【大株主の状況】

平成21年１月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

ゼネラルパッカー従業員持株会 愛知県北名古屋市宇福寺神明65番地 1,172,000 13.03

高野　まさ子 名古屋市名東区 800,000 8.89

原　淳 名古屋市千種区 751,000 8.35

株式会社りそな銀行 大阪市中央区備後町２丁目２－１ 392,000 4.35

高野　季久美 名古屋市名東区 364,000 4.04

田中　かんな 名古屋市名東区 364,000 4.04

安江　禎治 愛知県小牧市 279,800 3.11

りそなキャピタル株式会社 東京都中央区京橋１丁目５－８ 276,000 3.06

原　利子 名古屋市千種区 224,000 2.49

原　晋一郎 名古屋市千種区 224,000 2.49

計 ― 4,846,800 53.88
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成21年１月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）

― 単元株式数は1,000株であります。
普通株式 4,000

完全議決権株式(その他) 普通株式 8,983,000 8,983 同　上

単元未満株式 普通株式 7,000 ― ―

発行済株式総数 8,994,000― ―

総株主の議決権 ― 8,983 ―

　

② 【自己株式等】

平成21年１月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
ゼネラルパッカー株式会社

愛知県北名古屋市
宇福寺神明65番地

4,000 ― 4,000 0.0

計 ― 4,000 ― 4,000 0.0

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
８月

　
９月

　
10月

　
11月

　
12月

平成21年　
１月

最高(円) 200 198 200 200 219 225

最低(円) 170 159 130 165 180 182

(注)　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

　

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、当第２四半期会計期間（平成20年11月１日から平成21年１月31日まで)及び当第２四半期累計期間

(平成20年８月１日から平成21年１月31日まで)は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等

の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日　内閣府令第50号）附則第６条第１項第５号のただし書

きにより、改正後の四半期財務諸表等規則を早期に適用しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期会計期間(平成20年11月１日か

ら平成21年１月31日まで)及び当第２四半期累計期間(平成20年８月１日から平成21年１月31日まで)に係

る四半期財務諸表について、監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。

　

３　四半期連結財務諸表について

当社には子会社がないため、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

当第２四半期会計期間末
(平成21年１月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年７月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 ※5
 1,053,933

※5
 947,976

受取手形及び売掛金 ※2
 1,161,192

※2
 1,248,221

仕掛品 451,330 262,674

原材料及び貯蔵品 390,715 477,575

未収入金 ※3
 153,342

※3
 127,268

その他 59,592 40,038

貸倒引当金 △270 △282

流動資産合計 3,269,837 3,103,472

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 640,419 662,114

土地 280,603 280,603

その他（純額） 20,744 21,900

有形固定資産合計 ※1
 941,767

※1
 964,618

無形固定資産 6,069 6,624

投資その他の資産 ※4, ※5
 190,874

※4, ※5
 236,190

固定資産合計 1,138,712 1,207,434

資産合計 4,408,549 4,310,906

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,160,967 961,129

未払法人税等 2,682 46,683

賞与引当金 26,242 29,233

製品保証引当金 15,838 15,357

その他 329,127 266,968

流動負債合計 1,534,857 1,319,373

固定負債

退職給付引当金 18,907 15,407

役員退職慰労引当金 41,810 193,250

その他 73 84

固定負債合計 60,790 208,742

負債合計 1,595,648 1,528,115

EDINET提出書類

ゼネラルパッカー株式会社(E02469)

四半期報告書

13/25



(単位：千円)

当第２四半期会計期間末
(平成21年１月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年７月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 251,577 251,577

資本剰余金 282,269 282,269

利益剰余金 2,274,302 2,238,981

自己株式 △1,423 △1,423

株主資本合計 2,806,724 2,771,403

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 6,176 11,387

評価・換算差額等合計 6,176 11,387

純資産合計 2,812,901 2,782,791

負債純資産合計 4,408,549 4,310,906
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(2)【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

(単位：千円)

当第２四半期累計期間
(自 平成20年８月１日
　至 平成21年１月31日)

売上高 1,901,076

売上原価 1,380,536

売上総利益 520,540

販売費及び一般管理費 ※
 409,104

営業利益 111,436

営業外収益

受取利息 2,144

受取配当金 124

設備賃貸料 2,400

その他 3,306

営業外収益合計 7,975

営業外費用

支払利息 792

支払補償費 1,675

その他 3

営業外費用合計 2,471

経常利益 116,939

特別利益

役員退職慰労引当金戻入額 1,750

その他 12

特別利益合計 1,762

特別損失

たな卸資産評価損 9,982

特別損失合計 9,982

税引前四半期純利益 108,718

法人税、住民税及び事業税 945

法人税等調整額 40,989

法人税等合計 41,935

四半期純利益 66,783
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【第２四半期会計期間】
(単位：千円)

当第２四半期会計期間
(自 平成20年11月１日
　至 平成21年１月31日)

売上高 1,196,594

売上原価 885,097

売上総利益 311,496

販売費及び一般管理費 ※
 201,946

営業利益 109,550

営業外収益

受取利息 1,390

受取配当金 124

生命保険配当金 847

その他 607

営業外収益合計 2,970

営業外費用

支払利息 788

支払補償費 1,675

その他 3

営業外費用合計 2,467

経常利益 110,052

税引前四半期純利益 110,052

法人税、住民税及び事業税 △14,447

法人税等調整額 57,743

法人税等合計 43,295

四半期純利益 66,757
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

当第２四半期累計期間
(自 平成20年８月１日
　至 平成21年１月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 108,718

減価償却費 26,026

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △1,000

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △151,440

受取利息及び受取配当金 △2,268

支払利息 792

売上債権の増減額（△は増加） 87,028

たな卸資産の増減額（△は増加） △101,795

未収入金の増減額（△は増加） △26,074

仕入債務の増減額（△は減少） 199,837

前受金の増減額（△は減少） 41,199

その他 24,126

小計 205,151

利息及び配当金の受取額 2,759

利息の支払額 △792

法人税等の支払額 △44,574

営業活動によるキャッシュ・フロー 162,543

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △18,000

有形固定資産の取得による支出 △1,255

無形固定資産の取得による支出 △5,208

その他 △644

投資活動によるキャッシュ・フロー △25,108

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △31,477

財務活動によるキャッシュ・フロー △31,477

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 105,956

現金及び現金同等物の期首残高 897,976

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,003,933
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第２四半期累計期間

(自　平成20年８月１日　至　平成21年１月31日)

　会計処理基準に関する事項の変更

（１）棚卸資産の評価に関する会計基準の適用 

「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成18年７月５日　企業会計基準第９

号）を第１四半期会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法（貸借対照表価額につい

ては収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）に変更しております。 

この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期累計期間の営業利益及び経常利益が6,849千

円、税引前四半期純利益が16,832千円それぞれ減少しております。 

（２）リース取引に関する会計基準等の適用

「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成５年６月17日　最終改正平成19年３月30

日　企業会計基準第13号）及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準委員会　平成

６年１月18日　最終改正平成19年３月30日　企業会計基準適用指針第16号）を第１四半期会計期間から早

期に適用し、所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた

会計処理から通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理に変更しております。

また、リース資産の減価償却の方法は、リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとして算定する方法

によっております。 

なお、リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通

常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用しております。

これによる損益に与える影響はありません。 

 

　

【追加情報】

　
当第２四半期累計期間

(自　平成20年８月１日　至　平成21年１月31日)

　有形固定資産の耐用年数の変更

　当社は、平成20年度の税制改正を契機として有形固定資産の利用状況を見直した結果、第１四半期会計期間よ

り、機械及び装置の耐用年数を変更しております。

　なお、当該変更に伴う損益に与える影響は軽微であります。 

 

　

EDINET提出書類

ゼネラルパッカー株式会社(E02469)

四半期報告書

18/25



【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

　
当第２四半期会計期間末
(平成21年１月31日)

前事業年度末
(平成20年７月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額　 589,098千円

 

※２　四半期会計期間末日満期手形
四半期会計期間末日満期手形の会計処理につ

きましては、手形交換日をもって決済処理して
おります。
　なお、当第２四半期会計期間末日が金融機関の
休日であったため、次の四半期会計期間末日満
期手形が、四半期会計期間末残高に含まれてお
ります。

        受取手形　　　　　　　　 　　 51,604千円
 
※３　ファクタリング方式により譲渡した 
      売上債権の未収額 
        未収入金　　　　　　　　 　　153,342千円
 
※４　資産の金額から直接控除している 
　　　貸倒引当金の額 
　　　　投資その他の資産                 667千円
 
※５　長期性預金

流動資産に含まれる現金及び預金1,053,933
千円のうち50,000千円（当初預入期間３年、最
終満期日平成21年６月22日）及び投資その他の
資産に含まれる長期性預金121,000千円のうち
100,000千円（当初預入期間５年、最終満期日平
成22年９月14日）は、継続選択権を銀行のみが
保有しており、当社から解約を行う場合、中途解
約精算金を支払う必要があります。この中途解
約精算金の支払により預金元本を毀損する可能
性があります。
 

※１　有形固定資産の減価償却累計額　 563,715千円

 

※２　　　　　　　　　　―

 
※３　ファクタリング方式により譲渡した 
      売上債権の未収額 
        未収入金　　　　　　　　 　　116,954千円
 
※４　資産の金額から直接控除している 
　　　貸倒引当金の額 
　　　　投資その他の資産                 667千円
 
※５　長期性預金

流動資産に含まれる現金及び預金947,976千
円のうち50,000千円（当初預入期間３年、最終
満期日平成21年６月22日）及び投資その他の資
産に含まれる長期性預金103,000千円のうち
100,000千円（当初預入期間５年、最終満期日平
成22年９月14日）は、継続選択権を銀行のみが
保有しており、当社から解約を行う場合、中途解
約精算金を支払う必要があります。この中途解
約精算金の支払により預金元本を毀損する可能
性があります。
 

　

(四半期損益計算書関係)

　
               当第２四半期累計期間
              (自　平成20年８月１日 
               至　平成21年１月31日)

※　　販売費及び一般管理費の主なもの 

        給与手当　　　　　　　　 　109,875千円
        賞与引当金繰入額　　　　　　11,860千円 
        役員退職慰労引当金繰入額　　11,310千円
        製品保証引当金繰入額　 　　 12,911千円

　

　
              当第２四半期会計期間
             (自　平成20年11月１日 
              至　平成21年１月31日)

※　　販売費及び一般管理費の主なもの 

        給与手当　　　　　　　　　　50,041千円
        賞与引当金繰入額　　　　　　11,860千円 
        貸倒引当金繰入額　　            55千円
        製品保証引当金繰入額　　　　 7,945千円
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(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

　
　　　　　　　 当第２四半期累計期間
              (自　平成20年８月１日 
               至　平成21年１月31日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 1,053,933千円

預入期間が３ケ月超の定期預金 △50,000千円

現金及び現金同等物 1,003,933千円
 

　

(株主資本等関係)

当第２四半期会計期間末(平成21年１月31日)及び

当第２四半期累計期間(自　平成20年８月１日　至　平成21年１月31日)
　
１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当第２四半期会計期間末

普通株式(株) 8,994,000

　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類 当第２四半期会計期間末

普通株式(株) 4,800

　

　

３　新株予約権等に関する事項
　

該当事項はありません。

　
　

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年10月22日
定時株主総会

普通株式 31,462 3.50平成20年７月31日 平成20年10月23日 利益剰余金

　
　(2) 基準日が当事業年度の開始の日から当四半期会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日

が当四半期会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年３月３日
取締役会

普通株式 31,462 3.50平成21年１月31日 平成21年４月７日 利益剰余金
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(リース取引関係)

リース取引開始日が「リース取引に関する会計基準」早期適用開始前の所有権移転外ファイナンス

・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き行っております

が、当第２四半期会計期間末におけるリース取引残高が前事業年度末に比べて著しい変動が認められ

ないため、記載を省略しております。 

　

(有価証券関係)

有価証券が企業の事業の運営において重要なものとなっていないため、記載を省略しております。 

　

(デリバティブ取引関係)

当社は、デリバティブ取引を全く行っておりませんので、該当事項はありません。 

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。 

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。 

　

(持分法損益等)

当社には関連会社がないため、該当事項はありません。 
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第２四半期会計期間末
(平成21年１月31日)

前事業年度末
(平成20年７月31日)

312.92円 309.57円

　

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第２四半期累計期間

　
              当第２四半期累計期間
             (自　平成20年８月１日 
              至　平成21年１月31日)

１株当たり四半期純利益 7.43円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

　

項目
 当第２四半期累計期間
(自　平成20年８月１日 
 至　平成21年１月31日)

四半期損益計算書上の四半期純利益(千円) 66,783

普通株式に係る四半期純利益(千円) 66,783

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式の期中平均株式数(株) 8,989,200

　

第２四半期会計期間

　
　　　　　　　当第２四半期会計期間
　　　　　　 (自　平成20年11月１日 
              至　平成21年１月31日)

１株当たり四半期純利益 7.43円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

　

項目
 当第２四半期会計期間
(自　平成20年11月１日 
 至　平成21年１月31日)

四半期損益計算書上の四半期純利益(千円) 66,757

普通株式に係る四半期純利益(千円) 66,757

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式の期中平均株式数(株) 8,989,200

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。 
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２【その他】

第48期（平成20年８月１日から平成21年７月31日まで）中間配当については、平成21年３月３日開

催の取締役会において、平成21年１月31日の最終の株主名簿及び実質株主名簿に記載又は記録された

株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　31,462千円

②　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　３円50銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　平成21年４月７日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成２１年３月１０日

ゼネラルパッカー株式会社

取 締 役 会　 　御中

　

監査法人　トーマツ

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　中　　村　　誠　　一　　㊞　

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　蛯　　原　　新　　治　　㊞　

　

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているゼ

ネラルパッカー株式会社の平成２０年８月１日から平成２１年７月３１日までの第４８期事業年度の第２四

半期会計期間(平成２０年１１月１日から平成２１年１月３１日まで)及び第２四半期累計期間(平成２０年

８月１日から平成２１年１月３１日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計

算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責

任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、ゼネラルパッカー株式会社の平成２１年１月３１日現

在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四

半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点に

おいて認められなかった。

　

追記情報 

　四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されているとおり、会社は第１四半期会

計期間から棚卸資産の評価に関する会計基準が適用されることになったため、この会計基準により四半期財

務諸表を作成している。 

 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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